
合板に関する研究 (第 4 報〉

防腐剤ソデペウムベンタクロロブエネートが

合板の接着力および耐久性 lこ及ぼす影響

緒 ー日
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近年合彼接訴斉IJ .;t_:;‘よぴ、1~荒涼術の進歩により，符しく|耐水性の高い合板が生産せられp 外装

用或いはコンクリートゾオームとして合阪が使川される'I'M'勢にるに従来の合l'反川注以上に徽

その他微生物の発生[[.1，(子越の条件で合板を使川する l覧会が多くなった。

とれらの外装川合板は持活は微生物に対する抵抗の大きな接着剤を使川しているが，接着剤

そのものは安定していても，各腎を構成ーしている単械は保護されなければならない。

また，蛍 1'1系J芸/7l済IJ等で、接着された内装川合収では 1)及湿した場合にはqc.\;に徽その他の微生

物が発生しやすいので p 接着剤自体をも伐と註する必要がある。

合校の防防処J!il方法とドし℃は( 1 )接着剤に防'，1詰剤を添加する方法， (2) 防府剤で処理し

た単校を接y抗争する-y法? :6'よび( 3) 合板に!W，匂剤を注入する方法等があるがp この報告では

第 3 の方法は行っていない。

との研究は 4樹脂の優良なロータリー単板をソデイウムベンタクロロフヱネートの水i容液で

処理し，とれを各間接着剤で接着しタその接若力 I乙及 11'す影響を検討し，さらにとれらを髄そ

の他微生物の発生に灯趨の条件に長期間放世して，その耐久性につい℃研究したもので p 目的

とするところはソデイウムベンタクロロフエネー卜で処迎した単板の接着性能ゐよびその防徽

効力について引Ú~I'J'~な判i識を求め，合板の防時処JHl 1í:: tt~位する-Jl)J となるととである。

とのliJ!'3Lに相々 ia:jJ教示j~を賜わった均11川â:Jどtr ， 1~Ï1n.\:別立'(\.， i~lf白技官立~ぴ、に実験;\h!ilJに御協力 F

さった時IhJ~.bピfr，川村・技官に深甚の謝;むを去する。

実験 1 .ソデイウムベンタタロロフヱネートが合桓の接着力に及iます影響

1. 試験資料

a. 単板ゐよぴ処J:tll

樹fí[iはプナ， .ヤlン p すラ;心よびラソンの 4:f直とし，い十オしも心材または偽心材で木Jll\辿也Jl\~

欠点のローグワ{単板のJlA さ 1.3mm のものを撰びp 気陀状態(合次率 11~13%) のままス

1 )木材部材質改良科合板および鎖倒材研究室
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テイ{ピング (Steeping) によって処却を行った。処正IIHてはi疑いパットを川い p 単;仮各校ごと

に慌をほどこして 1 聞に 100 枚づっ1~llf した。処理の程度は 2 拍知で、比~i交のためカ!~処理のもの

を昨I/Jした。すなわち，処王IJ!.の極知は

A: カ!~処理のもの

B 目ソデ、イウムペンタクロロフエネートの 2 % 7J\ì存液に 1 時川スティーピングしたもの

C: ソデイウムペンタクロロフヱネートの 5% 水i前夜に 20 時li\lスティーピングしたも

のの 3Hrむある。

第 1 茨 J定着Il~単板含7kキ(%)
処旦It した l)i{山主 2 ~ 4 rllj\j犬然千七燥を行い p 後 7 nli \l以|二

室内に紋位してから各J主治斉iJで接許した。-t主7i'fi苛の単椛合;J，

率は沼 1 去に示すごとく，処正IjI.した単械の一部 l乙多少合水率

の高いものがあるが.大休にたいて1l~13% であって， 1n~ 

処正IJtの単彼ではヲセ分に接777 し 'il;}.る条111二である。

央IL

制極 Jl¥1 A ! B C 

プ 十 12.3 12.2 11.0 

セ ン 12.6 10.9 13.1 

ナ ブ 12.6 11. 7 I 14. 1 

ラワン 12.5 12.2 13.8 

b. ;}接主f吊清l了.剤 3台=守?よび

1使疋川した岐接9五若号F弗剤F刊l は正グ兵7穴〈の 6 1'柿呪でで'J必うる。

S: A.豆グル{

S.P:λ;立グルー+ソデイウムペンタクロロフヱネ{ト 5% (乾燥JI量比)

C: カゼイングルー

C.P: カゼイングルー+ソデイウムベンタクロロフヱネート 5% (乾燥重量比)

U : };k議樹脂接清剤

Ph: 11'1血便化石坂酸樹)1行

kXiグルーには 11;jçの渠株式会社製の ijjt)1庁え豆粉を使)Ij L，カゼインは純 1[:化学株式会社説i製

のもの，以来三樹')1円は大rI本会~;II株式会社の「ニットリアJ ， 干一{炎版刷IHTは三井化学株式会社の

「ソリダイト 1 サ」を川い p いすコオしも虫!\'処則単板に辿当とされる条件で使 JIJ した。ソリグイト

H古サj士トJゐL忌‘よぴユツ トリア lは主 ?1i行回でで、も a倣削J!‘化するカが:し， 10ωQ"C 1σ以yス、下のi叩阻即!皮支でで.熱圧した方カが:鴻消淵品私針l/ι!

でで、， 80 0Cでとれぞれ 10 分 lilJたよび 5 分'Ii\l熱圧した。

接着条件は接着剤の配合とともに第 2去に示した。

大豆グ;v ，_ 主f よびカゼイング;L-ーにソデイウムベンタクロロフヱネ{トを添加する場合はい

くつかの I IiJ@iがある。すなわち，添加l量による防撒効力の程度，人体に対する毒性y 配合する

方法，接着前の粘度むよぴ可使時li\lにおよぽす影響等でるる。添加|量についてはゾデイウムペ

ンタクロロフヱネ{トの場合は接ポー剤の乾燥重量に対して 5%程度で充分・な防蝕効力を有する

といわれ℃いる (2 ， 4 ， 5) ので p との実験にむいてもおーおむねそのlJMI主によれカゼイン或

いは!日tJ!旨大豆粉重量に対して 5%添加l した。添加する際は刺斡|企の物質の飛散し左いように注
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第 2 表後着剤!の配合および接清条件

校着剤j S SP C CP u
 

h
 

p
 

λ
U
 

両
日

l大大豆粉 10∞OggUrピl大豆ググ4ノルレ-のカゼイン カゼインググeノルL 尿素樹脂 石炭酸樹
;荷苛性ソ{グ |岡配合十ソデイ l∞gr ~の配合十ゾ 1∞gr 1ωgr r 

| 苛性ゾ{ダ
合、 8grl ウムペンタク 11 gr デイウムペン l塩化アンモニ l硬化剤 (β ナ

l フタリンアご L
消石氏 15g中ロフエネ{計拓|火 20 gr タグロロブエi ウム 20%溶液ブオン酸)

水 400cc' ト 5gr水 300cc ネ{ト 5gr: 5gr 10gr 

塗付是 (gr;尺2) 60 60 60 60 45 30 

圧;fiffi 力(lbsiin2) 140 140 140 140 140 140 

庄締温度 (OC) 常1日L 常温 常YGlt 常温 80 80 

庄和時間 (時) 18 18 18 18 5 (分) 10(分)
一一一一一一

立を要する。配合の方法はいろいろあれあらかじめ微粉にしたものを粉末グルーに混じ℃も

よいが，との実験に公いては，ソデイウムベングクロロフヱネートをやや多量のノ1(に'.'，)，'1生ソー

ダとともにi刻字fーしてあ喝さ，あらかじめ水 i乙 JJ前向せしめ℃おいたカゼイン或いは大立粉に徐々に

これを iì，ぎ p 最後に干 j ;ijâtを力!\えて製糊した。との土出合「ママコ」を生じやすしかっ著しく

Wîl立を榊すので注意を要する。一般にフヱノ{ル撹化物はカツパ{ナフテネ{ト等のíl，~化合併'IJ

についで、粘度t[付11の著しい防}{t)J剤 (2) でる札場合によっては混水量を哨Jmする必裂があり，

ヅデイウムベンタクロロアエネートを 5%添加!して，接着剤のNil立を添加l しないものと同等に

保つには 5 ~ 8%ìIf水量を多くすべきで b り，不純物の多い防時剤ではとの量はさらに多くな

ると報t!?されている( 2 )がp との実験l亡命いては特に出広量を多くするととはしなかった，

制度士けがiはカゼ、イングルーの場合よりも，大立グルーの方が蒋しい。との*(i度.I(>rJJII に1'1'つ℃

Ilf使時1:\1が短くたり，カゼイングルーに 5% ソデイウムペンタクロロブヱネートを添加した

ものは可使時I:\Jが約 3 時Ii\lで添加l しないものの約ノド分・だと報告されているに

c. 1式験J ;.の探JIぇ

H主の樹極， 6 極の接着剤タ 3 f:illの処到!方法の組合せ 72 極類について，大きさ 28x28cm':

の也交 3 プライ合板各 5 枚づっ接吊:し，冷圧訟のものは 2~4 日 I:\J)({I!'~乾燥してから室内に 7

flli\l以上放世し，熱圧法のものはプレスから取り 11\してから冷却するまで厚板の IH]V乙折入クラ

ンプしp 取り 11\してから 7 fJ I:\J以上放世後p 試験J'(は各合板から 16 コづっ咋lfx.した。

試験片の71JSは輸出合椛の棋i1ßによるもので英断面積は 1)( 1 in2 である。

とれらのうち同一条件のものは任意に 10 コづっ取札 8 組として 2組は常態および耐水接

着力試験に使用しp 他は実験自の耐久性試験に使用した。

2. 試験方法

a. 常態接着力試験

使用した試験機は東京街器製作所製 500kg 合板引張試験機で荷重速度毎分 1600100 で勇

断接着力は気乾状態(合水率 11~13%) で測定し，木部破断率を測定した。



-140 一一 林業的主主i劇iJí究報告第 67 号

b. lòiJJJ\i去舟力

jl!ltむの方法は大休?i~1L~1妄)Yt:JJ と /11)様であるが，各接清剤ごとにi!!lt，Îi前に異なった水漬処理を

行った。え立グ)~ーかよびカゼイングルーで接着した合奴試験)，'は約 30 秒主湿の水に浸潰し

てから 40 0C の飽和水蒸気の'1'に 2;岨/l\l放世して，その接若力および木部舵H打率をiJ!IJ定した。

試験時の合絞合水率は多少の変動はあるがp 大休 35~40% でよい均 37 .4.%'である。

以来二位JJJ行で接着-した合奴Jえ験}j-は輸111合板の棋qroで、 1 主'fi合板におWIJするil~V合水浸漬試験を行

った。すなわち p 試験J;' を 63 0 士 3 0C の出71\.'1'に 3 時i!日技潰してから主部!の 7](に冷めるまで以

前しp ぬれたままの状態で、抜群:JJ試験を行い， +主舟:JJおよび本部!ÎJt/1汗率を i!!lJ定した。

イピi炭限刷JJ}1で接着した合板試験J;ーは%Hl I介阪の桜中で 1 'rífイヤ彼に越川ずる:f..:'7，j ll i試験を行っ

た。すなわち，試験ji- を 3 時Il\l煮沸して後， ~室主温の水に 2 時l川山lハ川\l 1泣主必必土t.此f後麦ぬiれLた全全の状態で

力íi:試式験を行い P 接若力，木部破断率をL、lミめた。

3. ;試験結果および、討議

a. 単板の処理

合似lま一般には外観の美しいととをー要求されるJiH主に使JiJ されるととが多いので p 単伎を処

正IIIする Jヰ合にはその外観をm じないととが大きな問題になる。そのため単板川の防防剤とし二

は単板の本来の色ü::できるだけ許わないものを選iまなければならない。

ソデイウムペシタクロロブヱネートは:.\Wf，fl下なi街夜であれば，きわめて僅かに材の生色をíílサ=

るのみであるが，とれを繰返して使川すると材の成分がi釦11 して詐色してくるので，そういう

昨液で処J1Ilする場合には材色をmヂるおそれがあり p 特l亡材が (1色であるととを要求されるな

合にはがrf!.l下な i存液を使川ずる方が安全で、ある。

単板のソ戸、イウムぺンタクロロフヱネート吸収量は処理前後の主量変化から計算によって求

めた。気乾単仮重量当りの l吸収量はよ店 3 支に示した。 との結果では吸収量はセンが最大でむ

る。大休にあ・いて木材の主防;量に比例すると，l目、われる。単祝が'L.、材または偽'L.、材で、あるため，

プナタナラにおいては創|胞内の充現物のためにIW肉剤のほ透が)笈分'Ijll押されているととも考え

られるが， }'JJí.物であるからその影響は比較的少ないと思われる。

5%ì樹液で 20 時Hll処迎したものは乾燥後単板去百にソデイウムベンタクロロフエネートの

第 3表気乾単板重量当りのソデイ
ウムベシタグロロブエネート

(乾量)の段収量 (%) 

結IIl1が浮き IHて p いわゆる“Blooming" の現象が見られる

が， 2% 溶液で 1 時間処理した物にはそれはほとんど見ら

処 B一一丁一一c れない。
樹、-'. 理: 2?1o 溶液 15% 溶液
ー極ー I 1 時間 lm時間 b. ソデイウムベンタクロロフエネートが合板接着力にお
プナ 0.55 2.51 

セン 0.83 3. 己8
よ I:fす影響

ナラ I 0.71 I 2.62 常態J妄若力，，1;式験および刊rþk接清力試験の結果はそれぞれ第
ラワン 0.74 2.69 

l ーー十一一~，， 4 ， 5 去に示したよ大豆グルーをf釦H した場合ヌ単板を防腐
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第 4 表 Itf皆態接着力 (lbs!in2) および木部破I'ïr率(%)

1 �1Jl 1$ 1_ A '  I 

接着剤 I 樹極 I 最大|最小 i 平均|木桝l 最大 1 最小 i 平均 l木破判最大最小|平均!木破卒
プナ 284 196 209 I 13 253 1 154 191 13 i 253 i 172 209 28 

s セン 253 147 216 19 233 154 205 1 40 277! 185 220' 25 
ナラ， 233 145 187 4 229 158 i 194 3 205 130 I 172 10 
ラワン 196 110 132 0 202 174 189 19 271 I 147 194 22 

プナ 275 110 198 1 222 145 183 , 0 , 27 ;:, 176 218 6 
SP , セン 202 1 14 174 2 1 2∞ 128 161 1 0 295 112 , 169 5 

ナラ 202 141 165 2 202 150 1~~ 4 191! 10~: 132 7 
| ラワン 167' 97 130 3 194 110 , 139 ' 2 150 , 95 117 3 

|プナ 409' 227 I 339 , 61 : 466 299 I 348 i 20 , 363 i 169: 260 i 68 
c ! I セシ I 4∞ 1 19l lm16715061310 i40969 n1 1211189185 

¥ I ナラ 394: 183 i 273! 58 438 1 222! 33?! 5? I 341 1?61 301 41 
ラワン l m;  1451 220 i 45 l m 2161 253 53 加 139 I 1 邸 1 97 

プナ， 488 293! 365 I 50 466 244 , 385 j 46 396 I 260' 32-8.1 13 
cp セン 429: 224: 234 51 '493 235 363 i 89 , 409 233 1 334! 60 
|ナラ 260; 165 222 45 431 266 319 55 310 198 I 251 48 

ラワン 295 205 238 54 249 145 185 17 262' ﾎ54 I 21 i i 52 
プナ 587 290 , 436 89 493 286 I 381 96 I 315 121 207! 26 

u セン 177 , 262' 374 96 436 I 244 321 i 96 277 176 229 I 70 
ナラ 571 242 425 98 352 229 286! 97 312 128 i 218 67 
ラワン 295 198 242 89 293 165 249 95 , 235 i 156 200! 26 

プナ 462 ~~2 ~81 98 447 224 ~~8. 57 ~?~ 1~~ 218' 5 
Ph セン 477 235 I 398 84 444 304 376 46 I 202 73' 143 13 
)ナラ 442' 290. 350 56 359 216 288 70 191 i 66! 119 0 

ラワン 352 ~~1 279 78 286 2;3 1 251 30 ;3ﾔ I 44' '86 20 
註 呑切貴片各 10 (国

処型l' しでも?店主接着力にはほとんど影特がない。しかしながら耐水接清力においてはいす=れの

結j拒nにあっても防腐処翌日したものは若干低下する。

カゼイングル{では防関剤吸収量の少ないもので、は IMJ氷接着力の低下は顕著で、ないが，吸収

量の多いもので、は大豆クツL ーの場合と同様である。これはゾデイウムペンタクロロフヱネート

が水溶液でアルカリ性を呈しp 単{反に塗小rされた接1(f剤がとれに接触して pH が変化しp アル

カリ性が強くなるため lóiJノ']'(性が幾分減少するのであると，Uわれる。また I吸汲収量の多Uい、ものでで、

は去胎出iに防l悶f苛5剤の品が1l川I

ああi ろう弘。 n吸及則q牧士量の多Uい、単板をJ接主7滑汗する場合Iに乙はJ接主治剤のアルカリ，イf刊帆|ド門1"):吃):を多少i減成じて 1おb汐; <ととカが'In耐耐J'片-t I 

ス水火性の見地カか道らは E望芝まししい、カか込もし1れLない。

大豆グ;l..c_或いはカゼイングルーに 5% ソ戸、イウムベンタクロロフ二ネートを添加したも

のは，常態接着力 p 耐水接着力ともに極めて僅かに低下しているものが目立つがp 合坂試験片

そのものに偏差があるので，とれのみでは低下するとはいえないし，低下したとしてもとの程

度であれば，実Jl1J二の支障はほとんどない。処理した単板を使用した場合に，耐水接着力が1rr~

処理のものよりも若干低下する傾向があるととは防防剤を添加l しない接着剤の場合とほぼ同様

である。

大豆グ;1-ーおよび、カゼイングルーはアルカリ性で便化するグルーであって p ヅデイウムペン

タクロロフヱネートのアルカリ性によってあまり苦しい影響を受けないが， 酸性で硬化する
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第 5 茨 Hiït水按着力(lbsiin2) および木部破断率 C%)

A B C 
J安着剤|間種 一 1-- , ,-

最大|最小|平均|木破率|最大|最IJ、!平均|木桝|最大 1 最小|平均木破

CP 

Sp ! I 

プナ
セシ

十ラ

ラワシ

プナ
セン

ナラ
ラワン

フー コト

セン

ナラ

ラワン

11 フ守 ナ I 359 
,_ 、 つ口に

Ph ， '1 じ./ム7v

11 ブ I 352 
ラワン i 286 

註衿倹片は各 10 個

11 プナ
セン

ナラ

ラワン

プナ
-(cン

十フ

ラワン

U
 

132 1 191 
9斗 145
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版業樹間;j'，ì よぴ、石炭目的:[JJJ日には悩めて顕符な;長特を持つふとれは・ノデイウムぺンタクロロフヱ

ネ{トに触れることによって接荒剤の pH が変化し~史化が阻害されるためである。 #(~~~h忠接蔚

力においてL民主主:樹JJñ'で接清したプナの例を児ても p カ無!民t処ヱ主却四11山l日!材でで、1斗千1'-均 4必361防bs針叫/バin孔2 でで、処型迎叫I! したも

のは|吸汲汲.1牧!

ている。 との í!I'[は行決問主役JIJl'fで、もプナの場合にそれぞれ 381 ， 328 , 218 1bs/in2 となってい

る。との傾向は仙の組問につい C もだいたい I'Î)様である ωI~H ノ']'(1:主主汗力で、 l土忌響はさらに顕著で

あり r吸収量の多いものをiZ[冷水民主!t試験:t，，-よぴ、煮沸Ji.え験を行った場合は以来樹脂のものも干 i

c炭酸樹IJ日のものも約 15 分1111で全部制離する。そのためとれらの接清剤を，との実験l乙川いた

接清条件で使川するととは同期lであり，とれらのiA-合には接着条111二を変えるか p 加の|羽詰剤を

f~川するかしなければならない。テゴフイ JL ムのように:j:;îlÆ;I;\大でJ:Uf'交的接7，守剤の pH がFJ

響を受け友いと思われる接着剤であればタ幸吉井Lは若子向上するととが考えられるが，との実験

において有lìlljj的に行った試験では著しい効果はみられない。
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実験 H. 処理単板の合成樹脂接着剤による接着

実験トにおいては合成樹脂接着剤剖IJ いたものの接着条件は，無処理単板の場合にほぼ適

当と考えられる条件を1+Jいて接着を行っている。そのためゾデイウムベンタクロロフヱネート

のアルカリ性によって硬化が阻害せられタ接着は必十しも満足すべきものではなかったっこの
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実験は工:~1~r'， 1'1 1乙 IIJ能な崎市-条 1éi:のうちで p 処J:rI[単校を充分に接許する方法を ~.!./II寸ために，鋭

化言明jの添加l量を変化せしめ，すなわち p 接滑剤の pH を変えるととによって良好な接許をîUIf!J:

したものである。

1. ;:.え験資料

a. 単板および処正'1\

樹極ぼすべてブナ偽心材部で， 木~!l\通i也無欠点のロータリー単板l手さ1.3mm のものを選

んだ。処JlllのコJ士とは実験トと [li]様で，気乾単板をソデイウムペンタクロロフヱネートの 2~

5 % 7]'，j街夜に 1~5 時1/ \11壬出して間々の!吸収利!立の単促を得た。処王'1lおよび、吸収量l主抗 6.

7去に示した》処J:lj!.した単板は宗l勺に佐世乾燥後，さらに 40 0C で、今水率約 10% に〈12保して

から接J析にf吏川したn

b. 接7l"1剤および接ff条f!:

技滑剤 l土以来二位JJI行接~今剤としては怯友化工材工業株式会社製の「イヂタライム」を，イi炭限

枯]'.:itj"接若剤としては「ソリグイト 1 号」を川い， {Îl1l化剤は "'1な xでは塩化アム壬ニウムの 20%

ll<:ì前夜を F 後 xでは専川のものをいやれも 5~20% 添加した。圧ポ'iìiì毘度は 80 0C で -ji"~ 1100C 

のものと行っているが，との場合J主単仮処正'1li土 l吸収量 0.37% の比較的少ない 1 極j)ffのみであ

f京 6 茨 尿素|位jij \1 j~riífgljによら飢珂哨板の!定着力 (lb.ò in"') および木市破断率(%)

心号|州濃度剛叫山ん作収"ι立|| 町回目 5% 説明 l附 剛捌 15% 磁化剤 20?;
(%)! ('侍) I (%) I 被着力 l 木破卒後着力木1抜本嫁着力木破率定着Jj 木!政率

常態 4愛着プJ 式!致

コントローノレ 327 100 383 98 363 98 301 39 

a 0.63 392 99 401 91 388 40 415 51 

b 5 1. 21 232 52 392 94 304 71 361 83 

c 3 1.36 268 24 393 80 346 99 30こ 71 

d 3 5 1. 85 262 :'9 381 71 332 64 29/ 39 

e 4 2.06 295 90 304 65 291 100 30 40 

5 2.22 178 14 372 88 υ54 9; 40亡 51 

g 4 '5 2.40 215 31 354 80 :';92 82 301 55 

h 5 5 2.70 216 33 224 85 330 89 293 72 

iIl[ 冷水浸漬試股

コントロ{ノレ 314 91 294 74 281 47 3:::3 80 

a 2 0.63 296 57 224 30 300 46 3Z4 ヲ8

b 2 5 1.21 29 。 275 55 283 59 三07 43 

C 3 1.36 。 。 296 20 289 18 246 50 

d 3 5 1. 85 。 。 278 29 232 64 206 11 

e 4 2.06 28 。 242 36 276 26 157 10 

f 5 2.22 。 。 220 14 232 28 3 

g 4 5 2.40 , 18 。 121 22 205 25 J57 に〉

h 5 5 2.70 。 。 211 30 243 。 150 。

話樹種プナ，厚1.3mm 単仮，試を貴片各 20 (国，コントロ，.-.1[.-のみ 30 (図
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る。 溜度以外の接着条件はいすコれも共通で塗付量 45 gl)ぐう圧締ブJ 10 kg/cm3 ， 圧紛時1m 10 

分である。別にアルカリ性で硬化する 7ki割宝石長酸樹脂として“Plyophen" を選ぴ\塗1~'量

40 gl尺2 圧締力 10 kg/cm2，圧締は 100 0C で 8 分間熱圧したものと， 140 0C で 5 分間熱圧

したものについてタ接着力に及ぼすとの薬剤の影響について検討した。

c. 結果および討議

接着力の1J~IJ定方法は実験 1 .の場合と全く同様でるる。

80 0C で接着した場合の尿素樹脂および、石茨酸樹脂の硬化剤添加i量別の接着力試験の結果は

第 6 ， 7 表に示した。
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使lI J した接着剤lに対して{使化剤添加!量 20，%を趨えるものは可使時Il\lその他の関係から使)11

上支障があり ， 20Jó'がだいたいにおいて実lIL1-.のiik高添加l量と考えられる。とれらの結果によ

って見るとゾデイウムペンタクロロフエネ{トの吸収量の著しく多いものは，単に硬化剤の添

加|量を哨力Iiするととのみによって完全な接着を期待するととはできないが，硬化剤の量を迅?常古

の四配U介よりも多〈するととは処王F引刊r[引[[単1椛f疫〈の接7若f許削r'刊'11性'11

(d心) ，LJ，以、一下Fのものでで、あれぱ， 硬化剤を 15~20% に滑か!するととによってほぼ良好な接着が得

られる。実)JJ上司及I炊量がとれ以上多いものを接着せねばならぬととはきわめて稀であると考え

られる。しかし，吸収量の少ないものでも無処理の単板と全く同等に接着しうるとは必l'しも

いい難(，作l亡耐水性において幾分影響を受けている。

第 8 表

接着温度1l00C による硬化剤添加是別篠着試験における接着力(lbs/in") および木部破断率(%)
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第 9 表

水溶性フエ/-ノレレヂンによる処Jm単板の後着力(1bsiin2) t，3よび木部破附率(%)

町旦切里濃度l即時間|殴収量| 常 態 jllið. 冷水 | 煮 沸
'L. ワ (%) 附 l 開 1 接着力|木破率|接着力|木破率|時カ 1 木破率

庄鮒温度 l∞。C 圧柳時!日 B 分

5 1.21 

5 I 1. 85 
5 2.40 

5 2.70 

21 

b

d

f

h

 

2

3

4

 

2 

3 

271 

194 

140 

123 

89 

0

6

2

0

0

 

2
 

291 

153 

122 

154 

48 

2

6

0

 

コントロー Jレ

5 。

庄締i温度 140 0C 庄締時間 5 分

d 

2 

3 

5 1.21 

5 1. 85 

5 ~ 2.40 

5 2.70 

1
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註接菅剤(士“Plyophen"，樹種プナ，厚1.3mm 単板，試験片各 20 個
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茸çs 表はソデイウムベングクロロフヱネ{トの 2% 水i街夜で 2r時間処理しp 吸牧量 0.87

%のプナ単板を1l0 0C で接辞した場合の結果で、あるが，アルコール可i容の石決酸樹脂および

尿素位I脂においては接着溜度を 1000C Jスー 1-.に高めでもあまり著しい効果はないようである。

温度を高めるととは接着剤の硬化速度を促進するととはもちろん考えられるが，無処理単板を

用いた場合と同様な「フクレ」等の現象を生じやすく，部分的i亡接若力の均一で、主主い製品が生

じやすいから 100 0C 以上の"fKìl!itを川いるととは推奨できない。

“Plyophen" によるものはとの様子は少しく異なり p 接着調度はかなり高い方がよい。との

接若剤は 1000C よりも高い温度ではじめて完全に硬化する接若剤で 100 0 C 附近よりは 140 0C

附近の方が接着がよい。との結果はti-'Ç 9表に示した。との接清剤はアルカリ性で硬化するもの

であるにもかかわらや，ソデイウムベングクロロフヱネ{トを吸収せしめた単板を使JIJずる場

合はやはり J悲しい接君障詐を受けp 常態接詐力， Im:tJk接着力ともに悲しく低下する。との接777

剤は便化剤を)Jリに添加しない形式のもので，単7仮処理の程度によって接777条件を著しく変化さ

せるととはできないという不利がある。非常に粘JEが低い接訴剤で、ヲr:-h'r!剤，増量剤とともに使

則するのが?if識的であるがp との実験においてはとれらを合むものについては行っていたいの

でp それに対する状況はとの実験のみでは不明で、ある。

実験 III .ソデイウムベンタタロロフエネートが合板の耐久性におよぼす効果

1.試験資料

使JH した試験資料は実験トに使J/Jしたものと 1，，:1様で，実験卜によって符・た合板の試験11.

のうち，同一条件のものを任立に 10 陪づっ取り 8 紐として 2組を実験トに使!日した残りの

6 組をとの|耐久性試験に使用したものである。

2. illH 久性;試験の方法

l耐久性試験としてはその促進試験を行った。すなわち p 徽および、木材惚朽菌を純粋培養して

7K 

第 1 図試験片の設置
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おき，その胞子或いは菌糸を7Kr乙充分混じておき，とれにI式験iìーを約 30 秒ないし 1 分I liI i此漬

してから 10 筒づっ土tlf1~ し，第 1 図に示すごとく下に支分な水を入れたデシケ{ターに入れp

石長酸樹脂合浸紙で諸問し，一定期間ごとに各組ごとに取り 1+1して，菌の発生状態を観察して

から約 40 0C 以下で、合水率 11~13_% まで乾燥しp 実験卜に記ijfえした方法でit態接着力を測

定し木部破断率を観測した。

実験に使川した徽および、木材'，ti1朽菌は当場保護部青島技官により鋸屑および、米糠に接種され

たさたの 4極である。

アオカピ Penicillium sp. 

コウジカピ Aspergillus oryzae 

ヒイロタケ Trametes Sanguinea 

クヂラタケ Trametes orientaIis 

接種したものは 30 0Cで 2 週間放置し，充分生長してからその胞子またはj!tj糸を水に混じた。

3. 試験結果および、討議

{般の発生状況は全般的にみると，予恕よりも若干遅れた。とれは試験Jj'をできるだけ同一条

件に放置するために， 1 f;')Îの大きな容総f乙全部の;試験!í'を収めた。そのため合成樹JJ行接着剤で

接着したイト仮がJiÝ:. IHする概量のフオルムアルデヒドがj~J響したものかp 或いは処理したものの

ソデイウムベンタクロロフエネートが微量i制 L\附荒したものであろう。

由民処理 (A) の北験Jj'で合成樹脂以外の接清剤を川いたものは， 3週II\Jの絡りには全罰的に

かなり徽の発生が著しし 20 :i!!!lの経 1) にはお試験) jーのほとんど全両が微で被われた。 合成樹

脂.J127)ff剤を使ru したものは力!~処理Ilのものでも徴の発生はかなり遅し 6 :i!!!l 1 1iJ後に試験)j.乃切込

みの部分に僅かに発生しはじめ， 20 迎II\J後にも表jìfiの械で被われている部分の間続は比i!町内

少ない。

処処理単版でカゼイン或いは大豆グルーにデソイウムベンタクロロフエネ{トを力/1えたもの

は p 技法庇そのものにはほとんど微が発生しないが，それのみでは木村白休を保護するととは

できない。去耐の徴の発生には添加したものもしないものもほとんど器具は認められない。 2

% 溶液で 1 時1m処理した単板を技若したものは徽の発生にはかなり効民があり， 6迎i!日後l乙

切込み部分にきわめて僅かに発生し， 20 週間後でも表面の材色をあまり損じない。

5% 溶液で 20 時nIJ処理した単板を接着したものは会期間を通じて徴の発生はほとんどな

い。

設J種別にみるとプナは最も徴の発生が著しし他の樹1"11ではあまり顕容な差異はみとめられ

ない。プナは元来微生物におかされやすい樹極であり p かつp との場合ソデイウムベンタクロ

ロフエネートの吸収量も比較的少ないためであろうと考えられる。

ìJ:JJIlIJ中における接着力の変化は弟10 ， 11, 12去に示した。無処理の単概(第10表)は大豆グ
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ルーで、接訴したものはだいたいにおいて接訴力は梓しく弱まり， 20 i/!.1I1 IJの柊りにはいすれの

樹極でも測定し得る接治力を保持していない。とれに 5% ゾデイウムペンタクロロフヱネー

トを添加l したものは， wJlin程過とともに接ポゾjは減少するが， 20 週1mの経りにもなお若干の

ìl!lJx しうる接清力を保持している。

カゼ、イングル{で接指したものは 20 迎lilJの終りには僅か 50lbs/in" 以下の強度を残してい

るのみであるがF とれに 5% ソデ、イウムベンタクロロフヱネ{トを添加l したものは，いすコオし

も 100lbs/in2 以上の接滑力を持っている。 }ぷ栄樹1mおよび石:炭酸樹JJ行で、接清したものは若干

低下したものもあるが，ほとんど著しい低下は認められない。

2% 1'1子;夜で 1 時Ii IJ処型J1した単板を川いたものは Cl'ßll表)接斎力の保持にはかなり著しい

効果があり p 大豆グルーで接着したものでも 20 週Ii IJ後になお若干の測定し得る接着力を持っ

ている。大豆グルーに 5% ソデイウムペンタクロロフヱネ{トを添加l したものは，プナにお

ける例外を除けば，だいたい 901bs/in2 程度の接清力は 20 週間後でも残っている。カゼイン

グル{使川のものは 20 週間後にもはじめの常態接着7Jの 70% 程度佐保持しておオ ，bR素樹

lJiTおよびイJ決除制l旨ではほとんど強度変化は認められない。

5% 溶液に 20 時I Il J浸漬処迎した単板を使川したものは(第12表)ほとんど織の発生がな

いので，そのための接舟力の著しい侃下はないが，接7fr剤にソデイウムペンタクロロフヱネー

第 10 表耐久性試験における合板後着力の定化および徽の発生状{氾無処現単板 A

t定着剤
絞者カおよび木部刷新率

常態| 耐久1生試験(放置時IW: 辿)
3 6 

プナ I 209ー 13 I 189ー 11 土 178ー 18字 I 0ー 0辛 I 0- 0辛 I 0- 0幸
s : I セン 216ー 1~ I 1~;- 4土 I 1~8ー l 土 44- 0宇 20ー l杢 0- 0圭

l ナラ 1 187-4 1 176- 5字 1 191 ー 10字 1 110ー 0平 1 18ー 0半 0- 0幸
ラワン 1 132ー 01 112-2+1 130ー 0字 1 15ー 0宇 1 31- 0辛 0- 0キ

ブナ I 198ー 1 1 172ー 0字 1 141- 2宇 1 59- 0字 57 ー 0幸 22ー 0幸
セシ 174-21 1 196ー 19+1 180-29十 1 154ー1O+! 84ー 1辛 I 44ー 0幸
ナラ 1 165-2 1 156ー 0判 125- 4+1 163 ー 0字 I 156ー 0辛 I 55ー 0辛
ラワン 1 130-3 i 108-0+1 95ー O十 1 62ー 0宇 1 22ー 0幸， 22ー 0辛

11 プナ 33哲 -61 1312-50土 1 286-37字 1 279-15主 99- 0辛i44-P宇
c 11 セシ I ~~~--~~ 1 ~5;_-~~~i ;_7~-~_~宇 I ~~~ -~C幸 92-30辛122- C幸
けナラ 1 273-581218-50主 i 213-60主 1 246-31幸 117 ー 16手， 22- C幸
¥ 1 ラワン 1 220-45 1 235- 9芋 1211-29芋 1 86 十 C手! 日 l ー 10辛- C幸

( 1 プナ 1 365-60 1 308-20字 1 271-45字1272-31辛 1 238-49宇1 121 ー 0辛
CP 川セシ~~~-~; I ~~~-~~什 246ー ~~+I ~3~-~~芋 I ~~~~-~~辛1154- 0土

11 --r '7 1 222-45 1 246-57+1218-59+1242-54土 1 233-34享;121 ー 0幸
II ラワン I 238-54 I 205-43+' 216-41 十: 227-66土 1 187 -34辛!110- C幸

11 ブナ 436-89 : 429-93 I 363ー 100 431-93 1 407-50 '295一如+
u ! 1 セシ~~~-!~ 1 ~1?-~~ 1 ~2~- ~~ : ~~~-~~ 1 ~~~-~~ ，~“一 1∞十

� I ナラ I 425-98 I 315-82 1242-97 I 363-94 I 306-92 1301-70+ 
けラワン 242-89 I 257-64 1251-77 '244-40 1244-58 213-97+ 

i I プナ I 381-98 I 387-78 : 361-77 I 403-60 I 436-44 353-44+ 
) i ン I 389-84 I 381-75 '374-61 I 458-83 1 370-66 ;328- 91 十Ph ( ~ ~ :::::::::: ~:::;.，:;- i ~~: ::;, ~~::~ ';::: � I フ I 350 • 56 I 271-86 1264-89 I 339-67 1399-62 :332-27+ 
リラワン 1 279-781282-59 1315- 93 1 345-77 1337-66 1277- 82• 

註前の値は接着力 Ibs(in2，後の値は木部破断率%，十記号は徽の発生状況， +:詞験片

の鋸自に僅か発生したもの，宇:侭u面および表面にも一部発生したもの， 主:ほl安全表

面に発生したもの，試験片各 10 個
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第 12 表耐久性試喚における合絞接着力の~化単板処理C

J妄?苦力および木市破I'~î率
接着剤IJ 1 樹 種 耐久性試験(放置期間: J国)

時山 出，r~民 ---3~-- --6----- 10 15 20 

プ ナ 20ール 7 I 206 - 3 1 238ー 01165-2| ル 6
セ ン 22日~ I 2~~ - ~ I 1 ~~ー 51 194-31 141-o i m 13 
ナ フ 172 ー 10 i 172 ー o i 154-7 172-2 130ー 01 172-4 
ラワン 194-22 154- 1 I 198-3 198-4 I 150- 0' 196- ~ 

フ守 サー 218-61 44-0 64-0 44-0 I 59- 0' 88-3 

SP セ ン 169-5 121 ー l 125-21136-4142-4136-8 
十 '7 132-7 92-0 1 17 - 2 79 - 0 I 99 - 3 I 97 - 2 
ラワン 117-3 55 -0 35 ー 0' 95-0: 77 - 2 106-2 

プ ナ 260-68 266-59 260-49 I 231-48 266-20 255-40 

C ベ二 ン 189-85 I 277-64' 235-83 220-25 I 231-17 189-30 
ナ ノ 301-41 216-12 216-29 213-13 150-2 167-7 
ラワン 183-97 207-72 220-75 233-62 220一己7 224-70 

プ ナ 328-13 I 282-45 260-36 262-30 198-16 213-3 

CP セ ン 334-60 262-60 235-45 260-34 233-57 293-36 
ナ フ 251-48 262-65 251-47 282-31 220-12 224-31 
ラワン 211--52 211-27 180-48 240-43 I 189-59 161-3 

フ ナ 207-26 251-26 222-59 240-21 : 262--81 194-55 

U 
セ ン 229-70 , 224-60 229-47 257-56 290-61 275-72 
ナ 7 218-67 240-9 222-98 260-95 , 266-100 i 264-88 
ラワン 2∞ 26 1 205-22 209-58 200-53 i 211-48 202-71 

ブ ナ 218-5 125-0 161-39 I 209 • 14 180- 3 191-0 

Ph セ ン 134ー 13 110ー 0 12531 121 01128-o 143 • 3 
ナ ブ 119ー o i 132- 5 I 110ー o 117 ー o I 165- 0 
ラワン 86-20 I 112- 1 114-0 95- 1 I 165 • 6 114-3 

註)宵の値は接着力 lbs，ln" ， 後の{前は木部破断率予告， 期間中ほとんど、徴の発生をみない，

試験片各 10 (国
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トをカ11 えたものでは， 3 週IilJの絡りに急激に接活・力が低下しているものがある。とれは， 恐ら

くはアルカリ ttが強過ぎp 試験のはじめに 30 秒水浸したため p グルーの加水分解が促泣され

たためで、あろうと店、われる。

石決|目立1位JJJlTおよび、 L民主総J!J旨で接滑したものでは，むしろ接治力が向 I二している例もある。と

れは接治剤がJ主治ーする l怨にアルカリに接触して別化が悲しく阻害されていたものが，時山の経

過とともに徐々に距化したものと考えられる。

結論

合収川防腐剤の制11えるべき要件としては，本来の防出効力のほかに，材fi'fÎを著しく rlJt1~ しな

いとと， t1:!ポーの障害とならないとと，価絡低店長で処理の容易なとと等があり p との実験結県の

みによってソデイウムベンタクロロブヱネートが合l淀川防腐剤として辿当であるか否かについ

て也切な結論を求めるととは|荷主ltであるがp 或る極の接着剤を使J/Jずる場合の若干の接者li;~害

を今後の研究によって完全に取り lí;j>;けば p 広範闘に利川するととができる。大豆グルー，カゼ

イングルー等で接着する場介は p ほとんど問題なく使J1J し得る。

}(I，エグJレ{或いはカゼイングルー l亡との薬剤を 5% 程度添加するととによって p 接指ヅjお

よびlnif水位に;苫しい影響を与えないでp かなり接荒肢を保護するととができる。ただし，とれ

らの接若剤に添加する場合は p 接指剤のあ'îl交が悲しく上昇するので，製製i仰糊却胡iJlに亡 4

とともに油立i担[昆v水k量を増す必必‘梨がある o

単板処理が接五!?力に及ぼす;影響は接着剤によって一様で、ない。アルカザ性で便化ずるカゼイ

ングル-大立グル{等にオグいては処理の影響は少なし吸収量の比校的少ないものは全く問

題はない。 吸収量が著しく多く，単板表町にブルーミングを生じているような場合は或る根度

|耐水性に悪影響を持つととは当然である。石決酸系およびJ;K素系合成樹脂接若河jは泊二jill酸性で

明イじするため p ソテ、イウムベングクロロフエネ{トヌ1'(ìf自立のアルカリ性によるt~7l"rlli;'.:守はかな

り著しし吸収量の非常に多いものの接訴はiHI当休日ffiで、ある。表面に発生する{設を防ぐ程度iと

処2ll したものでるれば，硬化剤の添加量を供桂皮まで」??すととによってかなり良い結果が得ら

れる。場合によっては接着温度を~';jめるととも接滑剤の@.Ifじ促進に役立つ。水溶性石決限1M!J旨

“PIyophen" はアルカリ性で硬化するがp 相当の接着障害を交ける。 との接着剤は硬化剤を

mいないため接着条件が限定せられるので，とういう用詮にはあまり好誼でない。

吸収量が著しく多く単板表面にソデイウムベンタクロロフエネ{トの結，\71が附着していわゆ

る“BIooming" の現象を起しているものは p 簡単な工業的な接着条件の変化によるのみでは

完全な接着は困難であって，かような処理を是非とも必要とする用注には単板処理後接着する

方法は無理がある。その場合は合板製匙後I乙防'/~1処理をほどとすべきであろう。

防徴効力は単にf散を防ぐ程度であればp 吸牧量が乾燥木材主量当り 0.7~0.8% 程度でかな

りの効果があれおそらく1.0%程度で充分ではないかと思われる。 2.5% 程度吸牧したもの
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はほぼ完全にその発生を阻止しうる。

摘要

プナ，セン p ナラ p 白ラワンの 4樹組の単紋をソデイウムベングクロロフエネ{トの水溶液

で処理しp とれを様々な接着剤で接着して p 接着力およびiITit水性に及ぼす影響， 1肢の発生に好

適の条111~に長期J Ii IJ放位した場合の耐久性について試験した。結果の主なものは:

1.大豆グ;L- -およびカゼイングルーにソデイウムベンタクロロフエネートを 5% 程度添

力目すれば.，接着力， IniÞJ<t主にあまり影響を与え歩に接着居を保護するととができる。添加する

場合に拡ニ着剤のあ)îJ1f_はかなり増加するからi自立混水量を多くすべきである。

2. 処理した単板は大豆グル，カゼイングル{ではあまり接着の障告にならないがp 尿素

樹脂および石炭酸樹脂は接着が非常にm}; くなり IniÞk'f生が低下するがp 硬化剤jの哨jJII その他の接

着条件を変えるととによって比較的吸収量の少ないもので、は好結果が特られる。

3. I耐久性試験においては~H~処理の単板を蛋白系接若剤で、接悲したものは著しく強度を低下

するがp ソデイウムベンタクロロフヱネ{トを吸収せしめたものは p 比較的長く接着力を保持

している。合成樹脂接着剤を使用したものは無処王IP.のものでも使用した実験条件ではあまり接

着力は低下しない。

4. 表聞の徽の発生を防止するためにはソデイウムベングクロロフエネ{トの吸収量は木材

の乾燥重量に対し， 1%程度で充分であろうと忠われるが，とれは材のJf~状p 放位される条件

によって異なるであろう。
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Shizuo SlIIGESAWA: Studies on Plywood. Rep. No.4. The effects of treatment 

with sodium-pentachlorophenate on the glue joints and the durability of plywood. 

R駸um� 

The gluing properties of treated veneers with solutions of sodium-pentachloroｭ
ph巴nate were investigated. The purpose of this report is to offer general 
information of this preservative for industrial use in plywood manufacture. 

Clear rotary cut veneers of four species, BUNA (Fagus crenata.) , SEN 
(Kalopanax ricinifolium.) , NARA (Quercus crispula.) and White Lauan (Pentacme 
contorta.) were treated with 2~5 percent water solutions of sodium-pentachloroｭ
phenate for 1~20 hours by steeping method. These treated veneers were glued 
together into plywood with several types of adhesives, after being conditioned 
to a moisture content of about 12 percent. 

With these specimens, experiments were carried out to determine the effects 
of these treatments on the jointing strength and w a,ter resistance. Furthermore , 
the durability of these specimens were tested by exposing them for a long term 
to a condition which was suitable for the growth of fungi and other microｭ
orgamsms. 

R巴sults obtained are as follows: 
1. The addition of 5.0 percent of sodium-pentachIorophenate , based on dry 

weight of soy-bean meal or casein glue powders, proved to protect the glues 
satisfactori1y against the attack of micro-organisms under the exposure condition 
tested, without any significant influence to the original dry and wet jointing 
strength. One of the most important considerations associated with the addition 
of this salt is its effect on viscosity of glue. In some cases, when sodiumｭ
pentachlorophenate is added , it may be necessary to add some water beyond the 
amount caI1ed for by the formula to correct the viscosity of a glue to a point 
where it is best suited to operating conditions. 

2. Treated veneers can be bonded satisfactorily with soybea,n and casein glues. 
Probably, it is because of the fact that the rate of setting of joints made with 
these alkaline gIues ﾍs not affected severely by the alkalinity of sodium-pentachloro・
phenate. But in the case of synthetic resin glues, this behaviour is quite different. 
In these glues, the jointing property of treated veneers is much inferior to that 
of l.mtreated. They show low vaIues of jointing streロgth especially in wet state. 
But veneers absorbed with relatively low amount of this salt can be bonded 
fairly wel1 with these acid glues by a simple method of adding some amount of 
hardener beyond the normal formuIa. 

3. In durabi1ity test , untreated specimens bonded with protein glues show 
rapid decrease in jointing strength, those treated with sodium-pentachlorophenate 
keep their strength for a relativeIy long exposure period. The specimens bonded 
with synthetic resin gIues did not show significant decrease in their strength in 
the condition tested even in case of untreated. 

4. In order to protect surfaces alone of plywood from the attack of fungi , 
it appears to be satisfactory that veneers (1.3 mm. in thickness) absorb 1.0 perｭ
cent (也γweight base) of sodium pentachlorophenate. But this quantity may 
depend upon the dimension of veneers and the condition which plywood and 
other veneered products are exposed. 


